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一般質問

津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

①
東
京

都
小
平
合
同
庁
舎
、
東
京
都
多
摩
小

平
保
健
所
、
東
部
公
園
プ
ー
ル
の
施

設
を
集
会
室
と
し
て
地
域
住
民
が
利

用
で
き
な
い
か
。

市
長　

①
都
の
施
設
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
い
ず
れ
も
会
議
室
は
持
っ
て

い
る
が
、
職
員
の
打
ち
合
わ
せ
も
し

く
は
関
係
機
関
、
関
係
団
体
に
よ
る

利
用
の
み
で
、
一
般
の
人
へ
の
貸
し

出
し
は
行
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
東
部
公
園
の
管
理

棟
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
用
更
衣
室

や
医
務
室
、
従
事
者
用
の
ロ
ッ
カ
ー

室
や
休
憩
用
の
部
屋
が
あ
る
が
、
集

橋
本
久
雄
議
員
（
市
自
）　

Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
な
ど
に
委
託
し
て
、
食
器
（
陶

磁
器
）
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
検
討
で
き

な
い
か
。

市
長　

陶
磁
器
の
再
資
源
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
町
田
市
や
小
金
井
市
、

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
環
境
組
合
の
取

り
組
み
状
況
な
ど
を
研
究
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
資
源
へ
の
転
換
の
仕
組
み
や

収
集
の
具
体
的
な
方
法
、
ま
た
市
民

や
事
業
者
へ
の
周
知
の
方
法
な
ど
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

宮
寺
賢
一
議
員
（
政
和
）　

①
モ
ラ

ル
・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
関
連
条
例
の
全

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

①
庁
舎

な
ど
の
施
設
に
冷
陰
極
蛍
光
ラ
ン
プ

を
採
用
し
た
場
合
、
約
40
％
の
電
気

使
用
料
と
Ｃ
Ｏ
２
が
削
減
で
き
る
と

い
う
試
算
が
あ
る
が
見
解
は
。

　

②
庁
舎
の
一
部
を
使
っ
て
実
証
実

験
を
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

①
試
算
の
と
お
り
、
相
当
な

削
減
効
果
が
期
待
さ
れ
る
が
、
照
度

や
設
置
場
所
、
設
置
価
格
の
動
向
等

も
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
か
ら
高

斎
藤
貴
亮
議
員
（
フ
ォ
）　

①
市
内

に
あ
る
自
主
防
災
組
織
の
数
と
地
域

割
合
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

②
年
に
一
回
開
催
さ
れ
る
自
主
防

災
組
織
の
交
流
会
の
内
容
は
。

　

③
市
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）の
総
数
と
設
置
箇
所
は
。

市
長　

①
本
年
8
月
現
在
、
西
武
多

摩
湖
線
を
境
に
西
地
域
に
23
団
体
、

東
地
域
に
19
団
体
あ
る
。

　

②
昨
年
度
は
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
普
及
方
策
を
議
題
と
し
、
討
議
、

意
見
交
換
な
ど
を
行
っ
た
。

　

③
市
の
公
共
施
設
89
か
所
に
90
台

設
置
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
小
児
用

電
極
パ
ッ
ド
を
加
え
て
配
備
し
て
い

る
も
の
は
44
台
で
あ
る
。

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

①
市
と

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
所
と
の
防
災
協
力

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

①
発
熱

時
の
受
診
方
法
は
。

　

②
小
・
中
学
校
に
お
け
る
学
級
閉

鎖
等
の
手
順
と
、
通
学
区
域
の
市
民

へ
の
情
報
提
供
の
方
法
は
。

市
長　

①
７
月
11
日
以
降
、
一
般
医

常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

①
感
染

拡
大
期
に
入
っ
た
場
合
、
公
共
施
設

や
事
業
な
ど
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

②
蔓
延
期
の
対
策
は
。

　

③
国
や
都
の
蔓
延
期
の
対
策
は
。

市
長　

①
現
時
点
で
は
公
共
施
設
の

閉
鎖
や
事
業
を
中
止
・
延
期
す
る
考

え
は
な
い
が
、
今
後
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
方
に
施

設
利
用
等
へ
の
自
粛
を
求
め
る
こ
と

も
検
討
し
て
い
く
。

　

②
感
染
拡
大
の
防
止
、
そ
し
て
情

勢
に
よ
っ
て
は
パ
ニ
ッ
ク
防
止
の
呼

び
か
け
等
に
一
層
努
め
て
い
く
。

　

③
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
ワ
ク
チ

ン
の
確
保
や
医
療
体
制
の
確
保
等
は

引
き
続
き
、
ま
た
は
よ
り
強
化
さ
れ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

昨
年
度

創
設
さ
れ
た
安
心
こ
ど
も
基
金
の
よ

う
な
交
付
金
事
業
は
市
が
事
業
を
企

画
し
て
事
業
者
を
選
定
す
る
の
が
一

般
的
だ
が
、
待
機
児
童
解
消
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
た
め
、
基
金
の
運
用

方
法
等
を
広
く
民
間
事
業
者
に
説
明

し
て
企
画
を
募
り
、
企
画
内
容
を
市

が
審
査
す
る
と
い
う
手
法
で
待
機
児

童
の
解
消
を
加
速
化
で
き
な
い
か
。

市
長　

民
間
事
業
者
か
ら
企
画
を
募

る
予
定
は
な
い
が
、
策
定
中
の
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
後
期
計
画
の

中
で
待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て
検
討

し
て
お
り
、
民
間
事
業
者
で
あ
る
私

立
保
育
園
協
会
な
ど
か
ら
も
意
見
を

得
な
が
ら
基
金
を
活
用
し
た
対
策
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

①
都
の

増
員
計
画
に
対
応
す
る
と
市
の
認
可

保
育
園
の
定
員
は
何
人
増
に
な
る
か
。

　

②
保
育
事
業
計
画
に
増
設
を
ど
う

取
り
込
ん
で
い
く
の
か
。

　

③
認
可
保
育
園
の
必
要
性
の
考
え

方
を
改
め
て
示
さ
れ
た
い
。

市
長　

①
算
定
方
法
が
示
さ
れ
て
い

な
い
た
め
算
出
は
困
難
で
あ
る
。

　

②
現
在
、
学
識
経
験
者
、
関
係
機 

関
、
公
募
市
民
が
参
加
す
る
子
育
て

支
援
協
議
会
で
検
討
し
て
い
る
。

岩
本
博
子
議
員
（
生
ネ
）　

①
子
育

て
支
援
協
議
会
等
で
の
検
討
状
況
は
。

　

②
子
ど
も
の
育
ち
や
権
利
保
障
を

ど
の
よ
う
に
盛
り
込
む
の
か
。

　

③
教
育
、
医
療
、
福
祉
、
ま
ち
づ

く
り
な
ど
庁
内
の
連
携
は
。

　

④
素
案
の
段
階
で
説
明
や
意
見
聴

取
す
る
な
ど
市
民
参
加
を
促
し
て
は
。

市
長　

①
10
月
開
催
予
定
の
協
議
会

に
素
案
の
た
た
き
台
を
示
し
、
修
正

等
を
加
え
て
素
案
と
し
て
ま
と
め
る
。

　

②
子
育
て
支
援
協
議
会
の
意
見
を

で
き
る
限
り
反
映
さ
せ
た
い
。

　

③
庁
内
会
議
で
十
分
な
連
携
が
と

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

④
素
案
の
段
階
で
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、

当
事
者
等
の
意
見
を
聞
い
て
い
く
。

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

①
妊
婦

や
高
齢
者
等
に
マ
ス
ク
等
を
無
償
配

布
す
べ
き
で
は
。

　

②
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
指

針
に
明
文
化
さ
れ
て
い
る
、
事
業
継

続
計
画
策
定
の
進
捗
状
況
は
。

　

③
小
・
中
学
校
の
二
学
期
の
始
業

に
伴
う
対
策
は
。

効
率
照
明
器
具
を
検
討
し
た
い
。

　

②
事
務
室
は
照
度
が
不
足
す
る
恐

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
と
こ

ろ
入
れ
か
え
は
考
え
て
い
な
い
が
、

今
後
、
実
証
実
験
を
含
め
て
研
究
し

て
い
き
た
い
。

山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

①
被

害
が
あ
っ
た
と
き
に
は
駆
除
が
可
能

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
見
解
は
。

　

②
積
極
的
に
対
策
を
講
じ
て
い
る

市
も
あ
る
が
、
取
り
組
む
考
え
は
。

　

③
地

※

域
猫
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
見
解
は
。

滝
口
幸
一
議
員
（
フ
ォ
）　

①
島と
う
し
ょ嶼 

部ぶ

を
除
く
都
内
で
学
校
プ
ー
ル
を
開

放
し
て
い
る
自
治
体
は
あ
る
か
。

　

②
市
営
プ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
な
基

準
で
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

①
地
域
開
放
型
の
学
校
温

水
プ
ー
ル
等
を
含
め
、
17
区
13
市
１
町

の
合
計
31
自
治
体
が
開
放
し
て
い
る
。

　

②
設
置
に
当
た
っ
て
は
都
の
プ
ー

ル
取
締
条
例
に
基
づ
き
、
水
質
に
関

す
る
こ
と
や
プ
ー
ル
監
視
、
救
急
体

制
の
措
置
に
関
す
る
こ
と
な
ど
主
に

安
全
と
衛
生
に
関
す
る
基
準
が
あ
る
。

川
里
春
治
議
員
（
政
和
）　

①
回
収

時
に
分
別
が
必
要
な
も
の
が
混
入
し

て
い
る
場
合
の
対
応
は
。

　

②
周
知
の
た
め
の
工
夫
は
。

　

③
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
戸
配
布
し

た
が
、
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。

市
長　

①
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み

に
は
警
告
シ
ー
ル
を
張
り
、
注
意
喚

起
を
す
る
た
め
一
定
期
間
回
収
し
な

い
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

②
現
在
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
よ

り
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
な
る
よ
う

検
討
し
た
い
。

　

③
定
期
的
に
市
報
等
に
掲
載
す
る

と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
機
会
を

と
ら
え
て
周
知
し
て
い
き
た
い
。

会
室
と
し
て
の
利
用
に
適
し
た
状
況

に
は
な
い
。

国
的
な
制
定
状
況
は
。

　

②
い
わ
ゆ
る
マ
ナ
ー
条
例
を
制
定

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

③
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
を
作

成
す
る
考
え
は
な
い
か
。　

市
長　

①
い
わ
ゆ
る
ま
ち
の
美
化
条

例
を
制
定
し
た
自
治
体
は
、
全
国
で

21
区
、
212
市
、
108
町
、
23
村
あ
る
。

　

②
今
後
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
市
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
啓
発
し
、

市
全
体
の
マ
ナ
ー
向
上
に
努
め
て
い

く
。
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
研
究

課
題
と
し
た
い
。

　

③
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
は
家
庭
や
学

校
で
習
得
す
る
も
の
と
認
識
し
て
お

り
、
市
で
の
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
ブ
ッ

ク
の
作
成
は
考
え
て
い
な
い
。

市
長　

①
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を

受
け
た
者
が
駆
除
す
る
こ
と
は
可
能

と
理
解
し
て
い
る
。

　

②
現
在
の
と
こ
ろ
、
捕
獲
お
り
の

貸
し
出
し
や
捕
獲
後
の
回
収
を
行
う

考
え
は
な
い
が
、
被
害
状
況
を
勘
案

し
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

③
飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の
え
さ

や
り
等
の
苦
情
は
あ
る
が
、
地
域
猫

の
状
況
は
把
握
し
て
い
な
い
。
必
要

に
応
じ
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

※
地
域
猫
と
は

　

特
定
の
飼
い
主
が
い
な
い
猫
で
、

そ
の
猫
が
住
み
つ
く
地
域
の
住
民
の

協
力
に
よ
っ
て
世
話
さ
れ
、
ま
た
は

管
理
さ
れ
て
い
る
猫
の
こ
と
。

協
定
の
現
状
は
。

　

②
防
災
協
力
促
進
の
た
め
、
事
業

所
の
ト
ッ
プ
と
の
交
流
や
意
見
交
換

は
行
っ
て
い
る
か
。

市
長　

①
公
共
機
関
が
７
機
関
、
食

料
等
の
供
給
が
13
機
関
、
応
急
救
護
、

消
火
応
援
等
が
７
機
関
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
復
旧
・
情
報
提
供
が
８
機
関
、

人
員
・
物
資
の
輸
送
手
段
が
３
機
関

あ
る
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け

入
れ
や
理
容
サ
ー
ビ
ス
、
葬
祭
品
の

提
供
な
ど
の
機
関
と
締
結
し
て
い
る
。

　

②
年
に
一
度
、
小
平
市
防
災
会
議

や
総
合
防
災
訓
練
に
係
る
全
機
関
会

議
の
場
な
ど
を
利
用
し
て
、
情
報
交

換
を
行
っ
て
い
る
。

療
機
関
で
受
診
で
き
る
体
制
に
移
行

し
た
。
事
前
に
電
話
等
で
連
絡
し
、

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
受
診
す
る
よ
う

市
報
等
で
周
知
し
て
い
る
。

教
育
長　

②
学
級
の
約
10
％
以
上
が

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様
疾
患
で
欠
席
し

た
場
合
、
状
況
を
十
分
検
討
し
た
上

で
学
級
閉
鎖
と
す
る
。
学
校
閉
鎖
は

学
年
閉
鎖
が
複
数
に
及
ぶ
場
合
に
検

討
し
、決
定
は
教
育
委
員
会
が
行
う
。

市
民
へ
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

基
本
に
し
て
情
報
を
提
供
す
る
。

市
長　

①
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

　

②
都
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
の
動

き
を
注
視
し
つ
つ
、
全
庁
的
に
策
定

を
進
め
て
い
き
た
い
。

教
育
長　

③
始
業
式
当
日
に
症
状
の

あ
る
場
合
は
登
校
を
控
え
る
よ
う
保

護
者
に
周
知
し
、
学
校
に
は
症
状
の

あ
る
児
童
・
生
徒
が
多
い
場
合
、
学

級
ご
と
に
始
業
式
を
行
う
な
ど
の
対

応
を
と
る
よ
う
周
知
し
た
。

　

③
認
可
保
育
園
の
役
割
は
大
変
重

要
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
既
存

の
保
育
資
源
を
有
効
に
活
用
し
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
い
。

防
災
・
安
全

児
童
・
女
性

公
共
施
設

環
境
・
下
水
道

民
間
事
業
者
の
ア
イ
デ
ア
に
よ
り

保
育
園
待
機
児
童
の
解
消
を

市
は
認
可
保
育
園
増
設
の

方
針
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
か

子
ど
も
支
援
、
親
支
援
の
次
世
代

育
成
支
援
後
期
行
動
計
画
に
し
よ
う

▶
保
育
園
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

（
喜
平
保
育
園
）

▶�

喫
煙
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン（
花
小
金
井
駅
北
口
）

食
器
（
陶
磁
器
）
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

検

討

し

て

く

だ

さ

い

マ
ナ
ー
条
例
で
思
い
や
り
と
優
し
さ

あ
ふ
れ
る
き
れ
い
で
安
全
な
ま
ち
を

ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
に
よ
る
被
害
に

対
し
て
の
市
の
対
応
に
つ
い
て

ご
み
と
資
源
の
出
し
方
と

周

知

に

つ

い

て

冷
陰
極
蛍
光
ラ
ン
プ
の
採
用
で
電

気
代
と
Ｃ
Ｏ
２
を
42
％
削
減
し
よ
う

青

梅

街

道

周

辺

の

集
会
施
設
に
つ
い
て

学

校

プ

ー

ル

の

市
民
開
放
に
つ
い
て

自

主

防

災

組

織

等

の

向

上

に

つ

い

て

災
害
時
に
お
け
る
市
と
市
内
事
業
所

間
の
防
災
協
力
、
連
携
の
促
進

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

ど

う

対

応

す

る

の

か

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

備

え

は

十

分

か

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は 

進

ん

で

い

る

か
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